









学位記番号 文博第 333 号
学位授与年月日 平成22年 3 月 25 日
学位授与の要件 学位規則第 4 条第 1 項該当




























4. I シャテー(舎弟)J の普及に関する社会的背景
5. 本章の結論と今後の課題





































































































第 3 章社会構造の地域差と方言形成一「シャテー(舎弟)J を例として-

















その結果、〈葬式〉を表す名称である「オクリ」、「ダピJ . r ダミ」、「ソーレイ J . r ソーレン」、「トム






第 5 章意味変化の地域差と方言形成一「スガリ〈蜂〉・〈蟻)J を例として一













第 6 章 意味変化における位相差と方言形成一「スガル〈鹿)J を中心として一











































第 9 章は、本論文の結論に当たる。第 l 節では、本論(第 3 章~第 8 章)で論じたことを整理すると
ともに、第 2 章で掲げた 3 つの目的に対応させた形で結論を述べた。
(1)方言形成の要因一社会的背景



























































論J I本論J I結論」の 3 部から組み立てられ、「本論」にあたる部分は 6 つの章から構成される。
「序論J 第 l 章「日本語方言形成論の立場と課題」では、本論文のテーマである日本語方言形成論の
立場や、方言形成論の現状をふまえた現段階の課題について述べる。第 2 章「本論文の目的と方法」で
は、前章の課題を受けて 3 つの目的を設定し、かつ、本論文で用いる方法と資料について解説する。
「本論」第 3 章「社会構造の地域差と方言形成- Iシャテー(舎弟)J を例として -J および、第 4 章





「本論」第 5 章「意味変化の地域差と方言形成- Iスガリ〈蜂〉・〈蟻>J を例として一」および、第 6











「結論」第 9 章「本論のまとめと今後への提起」では、本論(第 3 章~第 8 章)で論じたことを整理
するとともに、第 2 章で掲げた 3 つの目的に対応させた形で結論を述べ、さらに、方言形成論の理論
化・一般化に向け、本論文が提起する課題を示す。
本論文は、方言研究の中核をなす方言形成論について先端的な課題を示すとともに、全国調査の結果
による事例研究を展開することで、理論化・一般化に向けた提言を行ったものである。社会構造と方言
形成の関係や意味変化の東西差、感動詞の方言形成などをテーマに、斬新な発想、と説得的な論述によっ
て構築される本論文は、方言形成論の新たな一ページを切り拓くものとして高く評価される。
よって、本論文の提出者は、博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められ
る。
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